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世界史探究

特定の時代や分野に偏らず、通史的に基本事項の理解を確認する
ことを、出題の基本方針とした。
この観点から幅広く古代・中世・近世・近代について、重要な基
本事項を出題（問題Ⅰ～Ⅳ）し、加えて、別途文化史分野（問題
Ⅴ）を設定した。
また、今日必要とされる世界史的な視野から列島社会の変遷を捉
える視点を重視し、とくに古代（問題Ⅰ）と近代（問題Ⅳ）で
は、この観点で作問した。古代では3世紀および6～7世紀の対外
交渉と列島政治史の深い関係を取り上げた。また近代では同じ観
点から幕末に締結した不平等条約を取り上げ、その内容とそれの
克服に至る過程を軸に出題した。
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147

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

世界史探究 	 Ⅰ期Ａ日程

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

tan . .
42 0 9004

6 3∞ = =

= 6 3

0 9004

.
.

点 Oからの距離は 8 1
6 3

0 9004
1 1031 1. .

.
.- = m であり，

上から 4段目

4　ボールの軌跡を 2次関数にすると，y = a ( x - p )2 + q で
表される。
頂点 (1 ,  6.3)より，

y = a(x - 1)2 + 6.3

点 B (0 ,  5.4)より，

5.4 = a(0 - 1)2 + 6.3

a = -0.9

よって y = -0.9(x - 1)2 + 6.3

上から 9段目における点 Oからの水平距離 xは

2.4 < x≦ 2.7

x = 2.4 のとき，y = -0.9(2.4 - 1)2 + 6.3

= 4.536≒4.5m

x = 2.7 のとき，y = -0.9(2.7 - 1)2 + 6.3

= 3.699≒3.7m

ボールの高さ yの範囲は

3.7≦ y < 4.5

Ⅲ
1　小さい順に並べると 106,  116,  130,  140なので中央値は

116と 130の平均より 123

平均値は (106 + 116 + 130 + 140)/4 = 123
分散 = {(106 - 123)2 +(116 - 123)2 +(130 - 123)2

+(140 - 123)2}/4

= ( 289 + 49 + 49 + 289)/4
= 169

標準偏差 = 169 = 13

答　中央値 123cm，平均値 123cm，分散169，
　　標準偏差 13cm

2　答　⑷

3　靴のサイズが 25.5cmが人数の最大なので
最頻値は 25.5cm

人数は 1 + 2 + 10 + 20 + 15 + 4 + 1 = 53 なので
中央値は 27番目なので 25.5，これが第 2四分位数
第 1四分位数は 13番目と 14番目の平均なので

25 0 25 5

2
25 25

. . .+ =

第 3四分位数は 40番目と 41番目がともに 26.0なので

26.0

答　最頻値 25.5cm，第 1四分位数 25.25cm，
　　第 2四分位数 25.5cm，第 3四分位数 26.0cm

4　(体重の平均値)= (体重の合計)/(人数)より，
(体重の合計)= (体重の平均値)*(人数)= 130 * 6 = 780

答　780kg

1 ペトログラード 2 ニコライ2世

3 ソヴィエト 4 レーニン 5 トロツキー

6 「平和に関する布告」

7 ブレスト＝リトフスク

8 モスクワ 9 対ソ干渉戦争 10 赤軍

11 共産党 12 戦時共産主義 13 新経済政策

14 ソヴィエト社会主義共和国連邦 15 スターリン

16 第一次五カ年計画 17 コルホーズ

18 ソフホーズ 19 世界恐慌 20 スターリン憲法

1 フン人 2 西ゴート人 3 レオン 3世

4 聖像禁止令 5 カール大帝 6 オットー 1世

7 神聖ローマ帝国 8 グレゴリウス 7世

9 ハインリヒ 4世 10 カノッサ 11 ローマ帝国

12 ラヴェンナ 13 カロリング朝 14 聖職叙任権

15 Ｂ 16 ＡとＢのあいだ 17 Ｄ

18 Ａ 19 Ｃ 20 Ｂ

1

［例］コンスタンティノープルを首都とするビザンツ
帝国（東ローマ帝国）の皇帝である。6世紀に活躍
した。ローマ帝国の後継者として，北アフリカのヴァ
ンダル王国，イタリアの東ゴート王国を滅ぼして地
中海の支配を一時的に復活させた。ただし，西方の
ササン朝に対しては劣勢のなか和議を結んでいる。
国内的には、『ローマ法大全』を編纂させ，ハギア＝
ソフィア聖堂を建立するなど，文化事業にも力を注
いだ。中国から養蚕技術を取り入れ，絹織物産業発
展の基礎を築いた。

2

［例］明の皇帝である。在位したのは15世紀初めであ
る。当初は北平（北京）を本拠とする燕王であった。
南京で即位し明の初代皇帝となった洪武帝（朱元璋）
の死後，帝位を継いだ建文帝が諸王の勢力削減をは
かるのに対抗し，挙兵する（靖難の役）。南京を占領
して永楽帝となった。彼は，北京に遷都し，みずから
軍を率いて元の帝室が逃げたモンゴル高原に遠征し
た。ムスリムの宦官鄭和に命じ，インド洋からアフ
リカ沿岸までの大艦隊での遠征を数回おこなわせた。
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理 工 学 部 　
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公共 	 Ⅰ期Ａ日程

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

　解答は自由記述であり，以下のポイントを基準に採点をしてい
ます。
①適切なテーマが提示されているか
②記述がテーマに沿ったものになっているか
③教科書において述べられている知識や，報道・書籍などによっ
て得られた知識が述べられているか

④（③の知識に）明らかな誤りはないか
⑤記述が論理的に展開されているか
⑥誤字や脱字が多くはないか

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

日本史探究 	 Ⅰ期Ａ日程

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

3

［例］ロシア革命後に社会主義政権が社会主義革命を
世界に広げる目的で創設した国際的な連帯組織。実
際には社会主義革命がロシアから波及することはな
かったが，それでもコミンテルンは世界中で労働運
動や反植民地運動を活性化させた。

4
［例］ロシア革命後に社会主義政権が地主による土地
の私的所有を廃止し，農民に均等分配したもの。革
命に対する農民の支持を得るための方策であった。

⑴ ⑵ ⑶ ⑷
⑸ ⑹

⑺⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ウ ウ イ ウ オ イ ウ オ 大宝（律）令

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹

ウ ア エ イ オ 下剋上

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

エ オ 禁中並公家諸法度 ウ 河村瑞賢

⑹

Ｃ → Ｄ → Ｂ → Ａ

⑴ ⑵ ⑶ ⑷
⑸

① ②

イ 兵庫（神戸） ア ウ ウ オ

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹

白鳳 イ エ エ イ ウ エ ウ

1 2 3 4

ア エ エ ア

1 2 3 4

エ ア ウ イ

1 2 3 4

ア イ ア イ

1 2 3 4

イ ウ ア エ

1 2 3 4

ウ エ ア イ
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